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問  題  
女性は男性に比べて自己の身体について否定的な感情を抱きがちであるといわれる。この現象  
についてはこれまで，女性の美をめぐる性役割観やメディアの影響など外的要因の存在が明らか  




出てきている。   










である。   
こうして自己対象化によって生じた理想と現実とのズレや自己の容姿に対するネガティプな感  
情を低減あるいは解消したいと，多くの女性は食の制限を試みるようになる。ここには容姿や外  
見は自分でコントロールできるものという信念（Mckinley et al．，1996）が反映されている。  
特に体重はある程度自己の管理下に置くことができると考えられるためであろう。しかし実際は，  
自己の容姿への関心が高く，やせて美しくなりたいと強く願っている者ほど過食しやすい  
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葛藤が引き起こされた結果によると言えるのではないだろうか。   
また自己対象化は，Fredrickson et al．（1998）の実験1で見るような特定の状況下で引き起  
こされる以外に，特性の1つとしても位置付けられている。Fredrickson et al．（1998）は身体  
的自己概念（physicalself－COnCept）に関する10項目についてその重要度を順位付けし，自己対  
象化特性を測定する質問紙（The Self－Objectification Questionnaire：以下SOQと略記）を作  
成した。またMckinley et al．（1996）も，女性が身体を外から見られる対象として経験するとき  
に重要とされる3要素（身体の監視（body surveillance），身体の羞恥（body shame），コント  
ロール信念（controlbeliefs））についてその個人差特性を測定する対象化身体意識（Objectified  
Body Consciousness：以下OBCと略記）尺度を開発した。   
以上のことから本研究では，自己対象化を状況および特性の両側面からとらえる。まず  







に特性的自己対象化がどのように関わっているのかについても検討する。さらに， 自己対象化の  
個人差特性を測るSOQとOBCについて，状況的自己対象化の結果も勘案しながら尺度としての  
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有用性について比較検討する。  
方  法  




（1）SOQ   
Fredrickson et al．（1998）の自己対象化特性を測定する質問紙で，身体に関する10項目（l．  
体の動きのしなやかさ，2．健康，3．体重，4．体力，5．性的魅力，6．容姿の美しさ，7．  
持久力・スタミナ，8．筋力，9．体調，10．体のサイズ（バスト／ウエスト／ヒップ））の重要  
度を順位付けさせた。その方法はFredrickson et al．（1998）に倣った10段階評定で，最重要な  
項目には9点を，以下順に0点まで得点を与えるというものであった。  
（2）現在及び理想とする身長，体重の値   
最近測定した身長（cm）・体重（短）の値と理想とする身長・体重の値を記入させた。  
（3）衣服による自己対象化段階   
友人とのショッピング場面（試着，お菓子のバイキングの2場面）を想定させた。女子中・高  
校生（36名）を対象とした予備調査で，肌の露出性が高く，また女性であることを強く喚起させ  



















■■鳳I   
Figurel「キャミソール＋カーディガン」条件で用いられたトップとボトム  
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ンのものを採用した（Figurel）。  








④身体変化の程度   
試着後その服上下を買うことにしたが，実際着用するときにもっとおしゃれに見えるようにす  
るため，それまでにもし自分の身体を変えることができるとすれば身体の12部位をどの程度変え  
たいかについて，Fredrickson et al．（1998）に倣い4段階で評定させた。  





Tablel バイキングでの菓子メニュー一覧  
メニュー  
チョコレートケーキ（350kcal）  あんみつ（250kcal）  
フルーツタルト（400kcal）  ところてん（Okcal）  
チーズケーキ（250kcal）  大福もち（150kcal）  
シュークリーム（200kcal）  粟蒸しようかん（200kcal）  
アップルパイ（300kcal）  桜もち（150kcal）  
（D各菓子について，どの程度好きかを5段階で評定させた。  
②最高10皿まで自由に選択でき，その組み合わせ方としては，同じ品を複数皿取ってもよく，ま   
た一方で取らないものがあってもよいとした。  
③甘いお菓子に対する日常の意識や態度，及びこのバイキング場面で自分の取った行動について   
の計10項目を5段階で評定させた。  
（4）OBC   
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Tab［e2 現在と理想の身長，体重，BMlの各平均値（SD）  
現 在  理 想  £ 値  
身長c皿（n＝165）   158．63（5．11）  162．37（4．29）  9．98‥  
体重kg（n＝127）  49．90（5．74）  45．78（4．26）  8．38＝  
B MI（n＝127）  19．80（2．06）  17．29（1．28）  14．06＝  
‥p＜．01  
2．場面1の検討  
（1）ボトムの選択   
トップの条件ごとに，選択したボトムの種類を調べたところ，両条件を通じミニスカートおよ  
びズボンを選択した割合が高かった（Table3）。  
Table3 トップとボトムの組合せ（人数）  
ミニスカート  スボン  
キャミソール  35  36  
キャミソール＋カーディガン  43  26  
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が有意差はなかった。  
Table4 トップとボトムの組み合わせ別の身体の蓋恥、友人評価、身体変化の各平均値（SD）   
キャミ  キャミ  キャミ＋カーデ  キャミ＋カーデ  
ミニスカート  ズボン  ミニスカート  ズボン  
身体の羞恥1）   24．77（8．51）  23．06（7．96）  20．47（8．78）  25．04（8．32）  
友人評価2）   26．34（5．86）  25．11（6，27）  25．05（5．81）  28．65（6．26）  
身体変化3）   19．34（7．57）   18．17（8．29）   18．00（7．69）   18．04（8．52）  
得点の範囲は1）10～50点，2）9～45点，3）0～36点  
3．場面2の検討  












Table5 服の組み合わせ別の取ったお菓子の個数  （）：SD   
キャミ  キャミ  キャミ＋カーデ  キャミ＋カーデ  
ミニスカート  ズボン  ミニスカート  ズボン  
洋菓子のみ  4．57（2．12）  3．72（2．28）  4．61（2，29）  4．19（2．15）  
和菓子のみ  2．23（1．87）  2．06（1．68）  1．86（1．74）  00（1．19）  
合  計  6．80（2．59）  5．78（3．01）  6．47（2．86）  5．19（2．75）  
（3）皿数合計の割合について   




Table6 服の組み合わせ別による皿数合計の割合   
キャミ  キャミ  キャミ＋カーデ  キセミ＋カーデ  
ミニスカート  ズボン  ミニスカート  ズボン  
1～4皿  17％  42％  33％  34％  
5～7皿  43％  16％  30％  47％  
8～10皿  40％  42％  37％  19％  
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4．自己対象化に関する各尺度の検討  
（1）SOQについて   





TabIe7 0BCの因子分析結果  
Ⅰ 身体の監視（q＝．79）  
15 他人の目に映る自分の姿を何度も考える日がある。  
19 自分のなりたいと思う姿でないと，恥ずかしい。  
18 自分の着ている服が似合っているかどうか気になることがたびたびある。  
16 容姿を整えるためできる限りの努力をしない自分はだめな人間だと思う。  
6 端正な容姿に見えるよう努力しなかったとき，自分のことを恥ずかしいと思う。  
22 容姿よりも体力があるかどうかに関心がある。●  









Ⅱ コントロール信念（α＝．70）  
14 自分の容姿を十分に管理することはできないと思う。  
23 自分の体型は遺伝的にはとんど決定づけられていると思う。  
20 自分の体重ははとんど同じなので，変える努力をしても無駄である。  
13 人の体重は遺伝的にほとんど決定づけられていると思う。  
12 必要なだけの運動をしなくても，どこか具合が悪くなるとは思わない。  
7 健康であるためには，まず第一にそのような身体を持つことである。●  
17 やろうと思えば目標の体重に変えることができる。●  
10 努力さえすれば，人は自分のなりたい容姿になれると思う。●  
．08  ．55   
．08  ．49   
－．21  ．48   
．17  ．46   
．08  ．36   
．05  －．32   
．15  一．44   
．14  －．54  
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Table8 服の組み合わせ別によるSOQ、OBCの得点  （）：SD   
キャミ  キャミ  キャミ＋カーデ  キャミ＋カーデ  
ミニスカート  ズボン  ミニスカート  ズボン  
SOQl）  0．74（12．25）   －1．幻（13．07）   1，91（11．59）  2．08（12．59）   
身体の監視2）   29．74（5．18）  27．81（5．40）  29．74（4．94）   27．58（4．97）  
コントロール信念a）16．03（4．72）   15．52（4．56）   16．19（4．21）   16．27（3．96）  
得点の範囲は1）－25～25点，2）9～45点，3）8～40点  












Table9 身体の羞恥についての重回帰分析  
（標準偏回帰係数）  









コントロール信念  ．08  
友人評価  ．56‥  
重相関係数  ．67＝  
F値  9．55df（6，84）  
●p＜．05，‥p＜．01  
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5．調査の設定した状況で，自己対象化は実現したといえるか？   
身体の養恥を状況的自己対象化の現われととらえ，これを目的変数とした重回帰分析を行った  
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ところ，有意な説明変数となったのは「友人の評価」と「身体の監視」の2つであった。このこ  
とから，状況的および特性的要因いずれからも，他人に見られるということが身体の蓋恥さらに  
は自己対象化を高める要因となることが明らかとなり，Fredrickson et al．（1998）やMckinley  
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註   
1）BMIとは，体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）で求める体格指数（body massindex）であり，国際  
的な基準として用いられている。日本肥満学会でもその■標準数値としてBMI22を提唱しており，  
19．8未満を「やせ」，19．8以上24．2未満 を「普通」，24．2以上26．4未満を「過体重」，26．4以上を  
「肥満」と分類している。  
2）本稿の一部は日本社会心理学会第40回大会（1999）で発表されている。  
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